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（要旨） 

新型コロナウイルスの流行により飲食店は甚大な被害を受けている。国は Go 

To Eat 政策を進めているが、財源は税金であり持続可能性に乏しい。 

 

本論文では、こうした状況を鑑み、飲食店を救う新しい保険のビジネスモデル

を提言する。具体的には、①飲食店は保険業者に保険料として商品券を拠出する。

②保険業者は消費者に、商品券を有料で販売する。③消費者は定額のサービス利

用料を支払いサービスに参加し、好きな商品券を購入する。④保険業者は商品券

売上とサービス利用料収入を、飲食店への保険金もしくは返金分とする（その金

額は売上前年同月比の上昇率と商品券の売上げ比率から決定）。 

  

これにより、飲食店は経営不振時に保険金を受取ることができ、商品券による

集客も見込まれる。また、消費者は商品券を利用しつつ手軽に飲食店応援もでき

る。保険業者は商品券売上とサービス利用料収入の中で支出が決定するため、安

定かつリスクのない運営が可能となる。 


